
渋
川
地
名
研
究
会

講
演

平
成
十
七
・
六
・
三

渋
川
市
立
図
書
館

地
名
は
文
化
財

明
治
二
十
二
年
の
町
村
合
併
に
伴
う
新
地
名
を
中
心
に群

馬
県
立
女
子
大
学
文
学
部

北

川

和

秀

Ａ
、
導
入
（
伊
参
）

い

さ
ま

碓
氷
郡

飽
馬

石
馬

坂
本

礒
部

石
井

野
後

駅
家

浮
囚

安
木
末

佐
加
毛
土

伊
曽
倍

伊
波
井

片
岡
郡

和
加
多

太
加
無
曽

奈
加
乃

若
田

多
胡

高
渠

佐
没

長
野

甘
楽
郡

奴
木
乃
佐

奴
加
倍

貫
前

酒
甘

丹
生

那
非

端
下

宗
伎

端
上

有
只

那
射

額
部

新
屋

小
野

抜
鉾

尓
比
也

乎
乃

多
胡
郡

山
宗

織
裳

辛
科

大
家

武
美

浮
囚

八
田

也
末
奈

於
利
毛

加
良
之
奈

緑
野
郡

八
也
之
波
良

乎
乃

波
尓
之

林
原

小
野

升
茂

高
足

佐
味

大
前

尾
張

保
美

土
師

浮
囚

山
高

那
波
郡

阿
佐
久
良

佐
也
多

多
之
利

之
土
利

伊
介
多

朝
倉

鞘
田

田
後

佐
味

委
文

池
田

尓
良
都
加

韮
束

群
馬
郡

長
野

井
出

小
野

八
木

上
郊

畔
切

島
名

群
馬

奈
加
乃

乎
乃

加
無
佐
土

安
木
利

之
萬
奈

桃
井

有
馬

利
刈

駅
家

白
衣

毛
毛
乃
井

安
利
萬

止
加
利

吾
妻
郡

奈
加
太

伊
佐
萬

於
保
太

長
田

伊
参

大
田

利
根
郡

奴
末
太

奈
萬
之
奈

加
佐
之
奈

奈
久
留
美

渭
田

男
信

笠
科

呉
桃

勢
多
郡

多
無
良

波
加

加
以
加
也

萬
加
倍

布
加
無
曽

深
田

田
邑

芳
賀

桂
萱

真
壁

深
渠

布
加
佐
波

布
知
佐
波

深
沢

時
沢

藤
沢

佐
伊
郡

名
橋

岸
新

反
治

佐
井

淵
名

駅
家

雀
部

美
侶

奈
波
之

布
知
奈

佐
々
伊
倍

新
田
郡

新
田

滓
野

石
西

祝
人

淡
甘

駅
家

加
須
乃

波
布
利

山
田
郡

於
保
乃

曽
乃

萬
波
利

山
田

大
野

園
田

真
張

邑
楽
郡

池
田

疋
太

八
田

長
柄

（
二
十
巻
本
『
倭
名
類
聚
抄
』
巻
七
）

伊
岐
太

比
木
太

也
太

＊
『
倭
名
類
聚
抄
』
は
平
安
時
代
前
期
に
成
立
し
た
一
種
の
百
科
事
典
。
醍
醐
天
皇
の
皇
女
勤

子
内
親
王
の
た
め
に

源

順

が
編
纂
し
た
。
承
平
（
九
三
一
〜
九
三
八
）
年
間
に
成
立
。

み
な
も
と
の
し
た
が
う

＊

現
在
の
吾
妻
郡
中
之
条
町
は
昭
和
三
十
年
に
一
町
三
村
（
中
之
条
町
、
名
久
田
村
、
伊
参
村
、

沢
田
村
）
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
そ
の
四
ヶ
町
村
の
一
つ
が
伊
参
村
だ
っ
た
。
今
、

「
伊
参
」
と
い
う
地
名
は
、
「
伊
参
幼
稚
園
」
「
伊
参
簡
易
郵
便
局
」
「
伊
参
ス
タ
ジ
オ
」
な

ど
と
い
う
形
で
残
っ
て
お
り
、
読
み
は
い
ず
れ
も
「
い
さ
ま
」
。

昭
和
三
十
年
に
消
滅
し
た
伊
参
村
は
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
合
併
の
折
に
、
原
岩
本
・
五

反
田
・
蟻
川
・
大
道
新
田
と
い
う
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
伊
参
と
い
う
名
は
、

そ
の
あ
た
り
が
古
代
の
伊
参
郷
に
属
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
に
よ
る
と
い
う
。

＊

町
村
合
併
で
新
地
名
を
決
め
る
に
際
し

て
、
『
和
名
抄
』
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
古

代
地
名
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
姿
勢
は

評
価
で
き
る
。
た
だ
、
地
名
の
範
囲
が
問

題
に
な
る
。
古
代
の
伊
参
郷
の
地
域
と
近

代
の
伊
参
村
の
範
囲
と
は
ど
の
程
度
重
な

り
合
う
も
の
か
。
ま
た
、
「
い
さ
ま
」
と

い
う
地
名
は
何
に
由
来
す
る
の
か
。
同
じ

発
音
の
地
名
は
埼
玉
県
秩
父
郡
吉
田
町
に

も
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
石
間
」
と
書
く
。

「
い
さ
」
は
砂
地
、
「
ま
」
は
狭
間
の
意

で
、
狭
間
（
谷
間
）
が
砂
地
で
あ
っ
た
こ

と
に
由
来
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
吾
妻

郡
の
伊
参
郷
の
語
源
も
こ
れ
と
同
じ
な
の

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
自
然
地
形

に
由
来
す
る
地
名
だ
と
す
れ
ば
、
伊
参
郷
の
ど
こ
か
（
た
ぶ
ん
郷
の
中
心
的
な
場
所
）
に
「
い



さ
ま
」
と
表
現
す
べ
き
地
形
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
年
に
成
立
し
た
伊
参
村
に

は
、
古
代
の
伊
参
郷
の
名
の
由
来
に
な
っ
た
そ
の
場
所
が
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
。
そ
ん
な
こ

と
も
本
当
は
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

＊
『
上
野
国
郡
村
誌
』
（
成
立
は
明
治
一
〇
年
代
か
）
に
は
、
「
上
野
国
吾
妻
郡
伊
勢
町
」
の
条

に
、
「
伊
参
」
と
い
う
字
が
あ
り
、
「
伊
参

本
町
ノ
南
ニ
ア
リ
、
東
西
五
町
南
北
二
町
三
十

あ
ざ

八
間
」
と
あ
る
。

Ｂ
、
明
治
二
十
二
年
の
新
地
名
の
由
来
（
群
馬
県
の
場
合
）

◎

明
治
二
十
年
頃
、
日
本
国
中
に
は
七
万
一
千
の
町
村
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
江
戸
時

代
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
近
代
日
本
に
と
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
町
村
の
面
積
は
あ
ま
り
に
も
狭

す
ぎ
、
行
政
上
不
都
合
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
二
十
一
年
に
市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
翌
明

治
二
十
二
年
に
大
規
模
な
町
村
合
併
を
行
い
、
全
国
の
市
町
村
の
数
は
一
万
五
千
に
な
っ
た
。

こ
の
大
合
併
の
折
、
江
戸
時
代
以
来
の
村
名
は
大
部
分
が
大
字
と
し
て
残
り
、
今
に
至
っ
て
い

る
。
都
市
部
を
除
い
て
、
今
に
残
る
大
字
の
大
部
分
は
江
戸
時
代
ま
で
遡
れ
る
貴
重
な
地
名
で

あ
る
。

群
馬
県
に
お
い
て
は
、
明
治
二
十
年
頃
に
約
一
千
あ
っ
た
町
村
が
、
明
治
二
十
二
年
の
合
併

で
二
〇
九
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
二
〇
九
の
町
村
名
の
由
来
を
分
類
す
る
。

①
合
併
し
な
か
っ
た
町
村
…
…

（
旧
来
の
町
村
名
の
ま
ま
が

、
少
し
変
更
が
１
）

15

14

＊

「
少
し
変
更
」
は
、
邑
楽
郡
の
北
大
島
村
が
大
島
村
と
改
称
し
た
例
。

②
地
名
に
冠
し
た
「
上
」
「
下
」
等
を
削
除
…
…
４

＊

碓
氷
郡
の
東
上
秋
間
・
西
上
秋
間
・
中
秋
間
・
下
秋
間
の
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
秋
間
村
と

な
っ
た
例
な
ど
。

③
城
下
町
名
・
宿
場
名
を
採
用
…
…
３

＊

那
波
郡
の
福
島
・
南
玉
・
上
飯
島
・
上
之
手
・
角
淵
・
下
新
田
・
上
新
田
・
与
六
分
・
斎

田
の
九
ヶ
村
が
合
併
し
て
玉
村
町
に
な
っ
た
例
。
玉
村
は
こ
の
地
に
あ
っ
た
江
戸
期
の
宿
場

名
。

④
合
併
し
た
町
村
の
う
ち
の
一
つ
の
町
村
名
等
を
採
用
…
…
55

＊

こ
の
類
が
最
多
。
吾
妻
郡
の
中
之
条
町
・
伊
勢
町
・
西
中
之
条
村
・
青
山
村
・
市
城
村
の

五
町
村
が
合
併
し
て
中
之
条
町
に
な
っ
た
が
、
新
町
名
は
五
町
村
の
中
の
中
之
条
を
採
用
。

西
群
馬
郡
の
駒
寄
村
は
、
大
久
保
村
と
漆
原
村
と
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
新
村

名
は
村
中
央
の
大
久
保
字
駒
寄
を
と
っ
た
。
こ
う
い
う
例
も
含
む
。

⑤
合
併
し
た
町
村
名
を
合
成
あ
る
い
は
併
称
…
…
26

＊

こ
の
類
も
多
数
を
占
め
る
。
「
足
し
て
二
で
割
る
」
方
式
。
西
群
馬
郡
の
中
山
村
と
尻
高

村
と
が
合
併
し
て
高
山
村
に
な
る
が
、
こ
れ
は
尻
高
と
中
山
の
各
一
字
を
と
っ
て
合
成
し
た

も
の
。

新
田
郡
の
本
町
・
藪
塚
・
山
神
・
大
久
保
・
六
千
石
・
寄
合
の
六
ヶ
村
が
合
併
し
て
で
き

た
藪
塚
本
町
と
い
う
町
名
は
、
藪
塚
と
本
町
と
を
併
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
幹
線
の
駅

名
や
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
に
は
、
安
中
榛
名
、
燕
三
条
、
渋
川
伊
香
保
な
ど
、

併
称
が
見
ら
れ
る
が
、
明
治
二
十
二
年
の
群
馬
県
内
の
新
地
名
で
併
称
と
考
え
ら
れ
る
の
は

藪
塚
本
町
の
み
。

合
成
地
名
の
変
種
と
し
て
、
西
群
馬
郡
の
清
里
村
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
池
端
・
野
良
犬
・

上
青
梨
子
・
青
梨
子
の
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
で
き
た
村
で
、
村
名
は
、
池
端
の
池
の
字
の
さ

ん
ず
い
と
上
青
梨
子
・
青
梨
子
の
青
と
を
結
合
し
て
清
、
野
良
犬
の
野
の
里
偏
を
と
っ
て
清

里
と
命
名
し
た
も
の
で
、
漢
字
の
合
成
。

⑥
合
併
し
た
村
の
数
を
示
す
…
…
４

＊

例
え
ば
、
西
群
馬
郡
の
六
郷
村
。
上
小
鳥
・
下
小
鳥
・
筑
縄
・
上
小
塙
・
下
小
塙
・
上
並

榎
の
六
ヶ
村
が
合
併
し
て
で
き
た
の
で
「
六
郷
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

⑦
自
然
地
名
を
採
用
…
…

（
川
の
名
が

、
山
や
丘
陵
の
名
が
６
、
そ
の
他
が
２
）

20

12

＊

例
え
ば
、
利
根
郡
の
七
ヶ
村
が
合
併
し
て
で
き
た
白
沢
村
。
こ
の
村
名
は
、
地
内
を
南
北

に
貫
流
す
る
白
沢
川
に
由
来
す
る
。

南
勢
多
郡
の
木
瀬
村
は
、
村
内
を
流
れ
る
桃
木
川
と
広
瀬
川
と
の
合
成
地
名
。

⑧
地
形
に
よ
る
…
…
６
（
川
が
４
、
そ
の
他
が
２
）

＊

例
え
ば
、
山
田
郡
の
川
内
村
。
こ
の
村
名
は
、
合
併
し
た
五
ヶ
村
が
渡
良
瀬
川
の
内
側
に

位
置
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

⑨
郡
名
…
…
２

⑩
古
地
名
…
…

（
う
ち
古
代
郷
名
が

）

26

12

⑪
そ
の
地
の
施
設
名
…
…

(

う
ち
神
社
が
４)

10

⑫
郡
内
等
に
お
け
る
位
置
…
…
３

⑬
由
縁
の
氏
族
名
…
…
３

⑭
そ
の
地
の
故
事
等
か
ら
…
…
９
（
う
ち
万
葉
歌
関
連
が
３
）

⑮
そ
の
他
…
…
４

⑯
調
査
中
…
…
19

＊

明
治
二
十
二
年
の
町
村
合
併
に
伴
う
新
地
名
は
、
実
に
様
々
に
工
夫
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
は
、
全
く
の
無
か
ら
有
を
生
み
出
す
の
で
は
な
く
、
既
存
の
地
名
を
使

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
失
わ
れ
た
古
地
名
の
復
活
も
目
立
つ
。



Ｃ
、
さ
い
た
ま
市

◎

先
年
、
埼
玉
県
の
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与
野
市
が
合
併
し
て
さ
い
た
ま
市
が
生
れ
た
。
こ
の

時
の
新
市
名
は
全
国
公
募
し
て
、
そ
れ
を
参
考
に
決
め
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の
応
募
結
果
の
上

位
一
〇
〇
位
ま
で
が
さ
い
た
ま
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
主
な
も
の
を

分
類
し
て
示
す
。
（

）
内
に
示
し
た
数
字
は
応
募
数
の
多
い
順
の
順
位
。

①
県
名
「
埼
玉
」
に
ち
な
む
…
…
埼
玉
市
（
一
位
、7

1
1
7

票
）
、
さ
い
た
ま
市
（
二
位
、3

8
2
1

票
）
、
彩
玉
市
（
四
位
、2

5
8
8

票
）
、
さ
き
た
ま
市
（
七
位
、1

3
7
4

票
）
、
新
埼
玉
市
（
一
四

位
）
、
彩
珠
市
（
二
五
位
）
、
大
埼
玉
市
（
五
八
位
）
な
ど

②
旧
三
市
名
の
い
ず
れ
か
…
…
大
宮
市
（
三
位
、3

0
0
8

票
）
、
浦
和
市
（
六
位
、1

8
2
1

票
）
、
お

お
み
や
市
（
三
二
位
）
、
う
ら
わ
市
（
三
四
位
）
、
新
大
宮
市
（
五
〇
位
）
、
新
浦
和
市
（
六

八
位
）
な
ど

③
三
市
名
の
合
成
…
…
大
和
野
市
（
八
位
、1

1
3
1

票
）
、
浦
野
宮
市
（
一
一
位
）
、
和
野
宮
市

（
一
二
位
）
、
大
浦
野
市
（
一
六
位
）
、
宮
野
浦
市
（
一
八
位
）
、
大
野
浦
市
（
二
〇
位
）
、

宮
和
野
市
（
四
一
位
）
な
ど

④
「
彩
」
の
字
を
含
む
…
…
彩
都
市
（
五
位
、2

4
9
5

票
）
、
彩
京
市
（
九
位
、1

0
2
5

票
）
、
彩
市

（
一
〇
位
、9

6
2

票
）
、
彩
の
国
市
（
一
五
位
）
、
彩
央
市
（
一
七
位
）
、
彩
国
市
（
二
一
位
）
、

彩
の
宮
市
（
二
二
位
）
、
彩
光
市
（
二
八
位
）
、
彩
野
市
（
三
〇
位
）
、
彩
た
ま
市
（
三
五

位
）
、
彩
宮
市
（
三
六
位
）
、
三
彩
市
（
四
三
位
）
な
ど

⑤
「
埼
」
の
字
を
含
む
…
…
埼
京
市
（
一
三
位
）
、
埼
都
市
（
三
一
位
）
、
埼
央
市
（
三
三
位
）

⑥
未
来
・
希
望
志
向
…
…
新
都
市
（
二
三
位
）
、
未
来
市
（
二
四
位
）
、
あ
け
ぼ
の
市
（
四
五

位
）
、
平
和
市
（
五
三
位
）
、
み
ら
い
市
（
六
〇
位
）
な
ど

⑦
広
域
地
名
…
…
武
蔵
市
（
二
六
位
）
、
関
東
市
（
三
七
位
）
、
む
さ
し
市
（
五
七
位
）
、
武
蔵

野
市
（
七
五
位
）
、
北
関
東
市
（
九
九
位
）

＊

埼
玉
県
の
県
庁
所
在
地
が
「
さ
い
た
ま
市
」
と
い
う
の
は
、
分
か
り
や
す
い
命
名
で
は
あ
る
。

た
だ
、
「
埼
玉
」
と
い
う
の
は
本
来
は
武
蔵
国
の
郡
名
で
、
現
在
の
行
田
市
・
羽
生
市
・
加
須

市
・
岩
槻
市
・
春
日
部
市
・
越
谷
市
・
久
喜
市
・
八
潮
市
・
蓮
田
市
な
ど
を
中
心
と
す
る
地
域

で
あ
っ
た
。
埼
玉
県
と
い
う
県
名
は
こ
の
郡
名
に
由
来
す
る
。
一
方
、
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与

野
市
は
足
立
郡
の
地
域
で
あ
り
、
埼
玉
郡
と
は
重
な
ら
な
い
。
「
さ
い
た
ま
市
」
の
誕
生
に
よ

っ
て
、
「
さ
い
た
ま
」
の
地
が
本
来
の
場
所
か
ら
移
動
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

狭
い
地
域
の
名
前
が
、
そ
の
地
を
含
む
広
い
地
域
の
名
前
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る

こ
と
で
、
典
型
的
な
例
が
「
や
ま
と
」
で
あ
る
。
「
や
ま
と
」
は
古
く
は
今
の
天
理
市
の
一
地

域
の
郷
名
だ
っ
た
。
そ
れ
が
や
が
て
旧
国
名
（
今
の
奈
良
県
）
に
な
り
、
さ
ら
に
日
本
全
体
を

指
す
言
葉
に
な
っ
た
。
「
群
馬
」
と
い
う
県
名
も
上
野
国
群
馬
郡
に
由
来
す
る
。
埼
玉
県
の
県

庁
所
在
地
だ
か
ら
、
そ
の
市
を
「
さ
い
た
ま
市
」
と
名
づ
け
る
と
い
う
命
名
法
は
、
実
は
通
常

と
は
逆
方
向
の
命
名
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
さ
い
た
ま
」
と
呼
ば
れ
る
地
が
移
動
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
う
い
う
点
に
抵
抗
は
あ
る
が
、
と
い
っ
て
「
さ
い
た
ま
市
」
（
表
記
の
問
題
は
別
）
以
上

に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
も
思
い
付
か
な
い
。
古
地
名
を
尊
重
す
る
と
す
れ
ば
、
郡
名
を
採
っ
て
足

立
市
が
考
え
ら
れ
る
が
、
広
く
支
持
を
得
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い
。
現
在
の
地
名
は
文
化
財
で

あ
る
と
と
も
に
、
現
代
の
人
間
生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
。
そ
の
兼
ね
合
い
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

Ｄ
、
「
平
成
の
大
合
併
」
に
伴
う
新
地
名
を
め
ぐ
っ
て

①
栃
木
県
さ
く
ら
市

栃
木
県
の
喜
連
川
町
と
氏
家
町
と
が
合
併
し
て
「
さ
く
ら
市
」
に
な
る
。
喜
連
川
は
中
世
、

氏
家
は
古
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
地
名
で
あ
る
。
二
つ
の
地
名
が
由
緒
正
し
す
ぎ
て
、
ど
ち
ら
か

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
市
名
の
理
由
は
、
単
に
桜
並
木
や
桜
堤

が
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
ら
し
い
。

こ
の
新
市
名
に
関
し
て
、
氏
家
町
・
喜
連
川
町
合
併
協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
に
Ｑ
＆
Ａ
が
載
っ
て
い

る
。

●
ひ
ら
が
な
の
名
称
に
関
し
て

Ｑ

一
時
期
の
流
行
で
付
け
ら
れ
た
ひ
ら
が
な
の
名
称
は
、
後
世
に
禍
根
を
残
す
。

Ｑ

一
般
名
詞
を
ひ
ら
が
な
の
み
と
す
る
の
は
、
地
域
歴
史
へ
の
冒
涜
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

Ｑ

ひ
ら
が
な
で
は
文
字
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
も
浮
か
ば
ず
、
他
地
域
と
の
差
別
化
が
困
難
で
あ

る
。

Ｑ

固
有
の
漢
字
名
称
が
望
ま
し
い
。

Ｑ

安
易
に
さ
く
ら
市
と
決
定
す
る
の
は
、
小
学
生
が
決
定
す
る
の
と
一
緒
で
あ
る
。

Ｑ

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
と
い
う
理
由
で
選
ば
れ
た
今
回
の
名
称
は
、
全
国
の
笑
い

も
の
に
な
る
。

Ａ

日
本
の
国
花
で
あ
り
、
固
い
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
た
め
、
春
の
到
来
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か

で
明
る
く
、
し
か
も
柔
ら
か
さ
を
併
せ
持
つ
名
称
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
千
葉
県
佐
倉
市
と
の
関
係

Ｑ

千
葉
県
の
佐
倉
市
と
混
同
さ
れ
、
混
乱
を
招
く
と
思
う
。

Ａ

発
音
は
同
じ
で
も
意
味
が
全
く
違
う
名
称
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
千
葉
県
の
佐
倉
市
か
ら



も
苦
情
は
出
て
い
な
い
。

Ａ

郵
便
等
に
つ
い
て
は
郵
便
番
号
も
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
懸
念
は
少
な
い
。

●
歴
史
及
び
郷
土
愛

Ｑ

歴
史
あ
る
氏
家
町
や
喜
連
川
町
の
名
称
を
捨
て
る
の
は
、
先
祖
代
々
の
住
民
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
こ
と
と
な
る
。

Ｑ

対
等
合
併
の
面
子
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
両
町
の
歴
史
に
全
く
関
係
の
な
い
名
称
と
し
て

い
る
。

Ｑ

両
町
の
歴
史
を
背
負
っ
た
由
緒
あ
る
名
称
を
捨
て
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

Ｑ

合
併
に
よ
り
新
し
い
地
名
を
作
る
こ
と
は
歴
史
観
を
ゆ
が
め
る
。

Ｑ

郷
土
に
対
す
る
敬
愛
の
念
に
欠
け
る
。

Ａ

両
町
に
は
各
々
の
歴
史
が
あ
り
、
代
々
そ
の
地
に
人
々
が
生
活
し
続
け
、
地
域
文
化
を
形

成
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
従
っ
て
、
両
町
に
住
む
人
々
の
多
く
は
町
名
に
愛
着
も
あ
り
、

変
え
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
お
互
い

に
新
市
の
名
称
は
我
が
町
の
名
前
と
し
た
い
と
言
い
張
っ
て
い
た
ら
、
最
大
の
目
的
で
あ

る
合
併
成
就
も
危
う
く
な
り
か
ね
な
い
状
況
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
学
校
名
、
地
域
名
、
施

設
名
等
に
で
き
る
限
り
両
町
名
を
残
し
、
両
町
を
築
い
て
き
た
先
人
や
町
の
歴
史
を
軽
視

し
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

Ｑ

さ
く
ら
と
い
う
名
称
か
ら
、
氏
家
町
・
喜
連
川
町
が
す
ぐ
に
想
定
で
き
る
の
か
疑
問
で
あ

る
。

Ｑ

桜
は
日
本
中
ど
こ
に
で
も
あ
り
、
こ
の
名
称
に
決
定
す
る
こ
と
は
井
の
中
の
蛙
で
あ
り
、

愚
の
骨
頂
で
あ
る
。

Ｑ

地
元
住
民
の
総
意
と
い
う
わ
が
ま
ま
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

Ｑ

塩
谷
地
区
の
一
員
で
は
な
く
、
宇
都
宮
の
衛
星
都
市
と
し
て
発
展
す
べ
き
で
あ
り
、
塩
谷

を
連
想
す
る
名
称
と
し
な
か
っ
た
の
は
良
い
。

Ａ

新
市
に
お
い
て
、
桜
の
苗
木
を
植
栽
し
て
名
所
を
造
成
、
さ
く
ら
市
の
名
称
に
ふ
さ
わ
し

い
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
展
開
し
、
さ
く
ら
市
の
知
名
度
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ

地
域
に
住
む
多
く
の
皆
様
の
賛
同
を
得
て
決
定
し
た
名
称
で
あ
り
、
他
地
域
へ
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
名
称
で
あ
れ
ば
何
ら
支
障
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
群
馬
県
み
ど
り
市

笠
懸
、
大
間
々
、
勢
多
東
三
町
村
法
定
合
併
協
議
会
（
会
長
・
田
村
確
也
笠
懸
町
長
）
の
第

十
一
回
会
合
が
二
十
二
日
、
大
間
々
町
役
場
で
開
か
れ
、
新
市
の
名
称
を
「
み
ど
り
市
」
と
決

め
た
。

新
市
の
名
称
は
三
町
村
の
住
民
か
ら
公
募
し
、
小
委
員
会
が
「
み
ど
り
市
」
「
あ
か
が
ね

市
」
の
二
案
に
候
補
を
絞
っ
た
。
こ
の
日
は
、
三
町
村
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
別
室
で
協
議
し
た

結
果
、
「
み
ど
り
市
」
で
意
見
が
一
致
し
た
。
（
平
成
一
六
・
一
二
・
二
三

上
毛
新
聞
）

③
群
馬
県
太
田
市
新
田
町

来
年
三
月
の
合
併
で
発
足
す
る
新
太
田
市
の
町
名
で
、
新
田
町
だ
け
新
町
名
の
前
に
す
べ
て

「
新
田
」
を
付
け
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
住
所
表
記
が
最
長
十
文
字
に
な
っ

た
り
、
読
み
に
く
い
地
名
も
あ
り
、
合
併
す
る
四
市
町
の
一
部
住
民
か
ら
「
長
く
、
紛
ら
わ
し

い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
歴
史
的
な
背
景
の
あ
る
「
新
田
」
の
名
を
残
し
た
い
新
田
町

の
熱
い
思
い
が
今
回
の
措
置
に
な
っ
た
が
、
今
後
、
論
議
を
呼
ぶ
可
能
性
も
あ
る
。

新
市
の
住
所
表
記
は
先
月
の
法
定
合
併
協
議
会
の
正
副
会
長
会
議
で
決
ま
り
、
合
併
期
日
の

来
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
使
用
さ
れ
る
。
新
町
名
は
現
太
田
市
が
そ
の
ま
ま
、
尾
島
、
新
田
、

薮
塚
本
三
町
は
大
字
名
か
ら
「
大
字
」
を
削
除
し
た
名
称
に
町
を
付
け
る
。
新
田
町
だ
け
新
町

名
の
前
に
す
べ
て
「
新
田
」
を
冠
す
る
た
め
、
統
一
性
を
欠
き
分
か
り
に
く
い
表
記
も
一
部
出

て
く
る
と
い
う
。

町
村
名
の
継
承
は
県
内
他
地
域
の
合
併
で
も
自
治
体
間
で
対
応
が
分
か
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て

い
る
が
、
新
田
町
で
現
在
の
「
新
田
町
大
字
市
」
は
「
太
田
市
新
田
市
町
」
と
な
り
、
「
市
」

い
ち

い
ち

が
二
つ
並
ぶ
た
め
地
元
以
外
の
人
に
は
紛
ら
わ
し
い
印
象
を
与
え
そ
う
だ
。
「
新
田
町
大
字
多た

村
新
田
」
は
「
太
田
市
新
田
多
村
新
田
町
」
と
新
町
名
が
七
文
字
と
長
く
、
こ
の
中
で
「
市
・

む
ら
し
ん
で
ん

に
っ

た

た

む
ら
し
ん
で
ん

村
・
町
」
が
混
在
す
る
表
記
に
。
同
様
に
複
雑
な
名
称
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

新
田
町
が
「
新
田
」
に
こ
だ
わ
る
背
景
に
は
歴
史
的
な
意
義
の
ほ
か
、
議
論
が
白
熱
し
た
新

市
の
名
称
問
題
が
あ
る
。
四
月
の
法
定
協
で
、
同
町
は
「
新
田
市
」
を
強
く
主
張
し
た
が
、
投

票
の
結
果
「
太
田
市
」
に
決
定
。
「
大
字
新
田
」
が
存
在
し
な
い
同
町
は
、
合
併
で
「
新
田
」

の
名
称
が
消
え
て
し
ま
う
た
め
、
新
町
名
の
在
り
方
を
検
討
し
た
。

町
役
場
な
ど
の
公
共
施
設
が
集
積
す
る
金
井
地
区
に
新
た
に
「
大
字
新
田
」
を
設
け
た
り
、

一
部
地
区
に
限
っ
て
「
新
田
」
を
付
け
る
こ
と
な
ど
を
考
え
た
が
、
最
終
的
に
は
す
べ
て
に
付

け
る
こ
と
を
決
め
、
法
定
協
に
要
望
し
た
。
区
長
会
へ
の
説
明
で
は
、
「
『
新
田
』
を
付
け
る

こ
と
は
な
い
」
「
長
く
な
る
」
と
い
っ
た
少
数
の
異
論
も
あ
っ
た
が
、
了
承
さ
れ
た
。

法
定
協
事
務
局
は
「
町
名
は
住
民
な
ど
の
要
望
で
変
更
も
可
能
だ
が
、
合
併
時
は
決
定
通
り

の
住
所
表
記
で
ス
タ
ー
ト
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

（
平
成
一
六
・
一
一
・
二
四

上
毛
新
聞
）


